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JCLプロロードレースツアー第3戦広島トヨタ広島ロードレース
JCLプロロードレースツアー第4戦広島トヨタ広島クリテリウム
期間：2021年7月10日(土) 7月11日(日)
開催地：広島県三原市、広島市
出走チーム：9チーム
出走人数：53人
距離：123km / 51km

新型コロナウイルス完全拡大の影響で、約3ヶ月ぶりとなるJCLプロサイクルリー
グへの参戦となりました。例年から何度も走っている親しみのある広島中央森林
公園コースと広島市中小企業会館周辺コースでの開催となりました。
小石祐馬、吉岡直哉、石原悠希、横塚浩平、小山智也、宇賀隆貴の6名での出走で
す。

大会開催前数日の中国九州地方の大雨の影響が懸念される中での開催となりまし
たが、大会当日は荒天による中断や中止等はなく、両日を通して湿度が高く蒸し
暑い中での開催となりました。

今大会は沿道での観戦が可能となり、会場へ足を運ばれた観戦者の方々が多くい
らっしゃいました。Youtubeライブ配信の視聴での観戦者数も安定しており、コメ
ント欄も賑わっておりました。
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第3戦のロードレースではお馴染みの広島中央森林公園の12.3km周回を10周の123kmで行わ
れました。悪天候が想定されており、湿度も高くなる予想から熱中症対策を万全にしての参
戦となりました。この日のオーダーではコースの特性上先行する集団がそのままゴールする
事が多いので、レース前方での展開をベースに、前回のJCL宇都宮真岡ロードレースで先頭
集団でゴールした小石選手と石原選手は厳しくマークされることが予想されたので敢えてこ
の2名を前方で展開することなくその他の4名でのレースの組み立てを想定して挑みました。
10分遅れでスタートしたレースは1周目から吉岡選手と石原選手を含む12名が先行し、遅れ
て宇賀選手を含む5名が合流し序盤から17名の先行集団が形成されました。
この時点で後続のメイン集団を強力にコントロールすることが出来るチームは無くタイム差
も3分以上に開き、Team UKYO SAGAMIHARAを3名含む先行集団がゴールまで先行するこ
とが濃厚となりました。後続集団内でも残った3名が有力選手の動きに目を光らせながらレ
ースを進めます。

先行集団内では宇賀選手が他の2名のチームメイトの体力温存のためにコントロールに参加
し、周回を重ねます。途中に設定されている周回賞3回と山岳賞2回のそれぞれのタイミン
グで先行集団内では動きが発生する中、4周回目に設定されている1回目の山岳賞前で石原
選手が先頭集団から飛び出し1回目の山岳賞ポイントを先頭で通過します。その後すぐに石
原選手は吸収されます。7周回目に設定された周回賞ポイント通過のタイミングで先行集団
からアタックする選手が出るものトラブルで後退。このタイミングで先行集団が分裂し、
吉岡選手を含む6名の集団が形成されました。乗り遅れてしまった石原選手が必死に追走す
るも追いつく事ができず、先行集団の6名中4名が同一チームの選手との事で、吉岡選手が
孤軍奮闘するも5位でレースを終えることとなりました。宇賀選手が先行集団の他のメンバ
ーとともにゴールしたためU23選手のランキングトップに与えられる新人賞ジャージを獲得
しました。同点でのランキングトップですがこの日の着順で翌日の着用者が決定します。
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第4戦は広島市西区商工センターの特設コース1.7kmを30周回の51kmで行われ、天候も当初の心配を
裏腹に日差しが強く蒸し暑いレースになりました。
チームのオーダーは小山選手でのスプリントを横塚選手と石原選手でリードアウトする事で、他のメ
ンバーは先行集団をチェックし危険なアタックを封じる予定です。

レースが始まると、序盤はアタックが頻繁に起きるものの人数が多すぎる集団が形成されたりと安定
しません、3周回目では小石選手を含む3名の先行集団が形成され、タイム差30秒ほどで周回を始めま
す。小石選手曰く周回が短いのでメイン集団をラップするぐらいの気持ちで走るという事で、他の2
名と最後まで協力する走りを続けます。この時点でスプリントに向けて控えている3名はメイン集団
最後尾に少し車間を取って走ることで加減速の量を減らし体力を温存し落車に巻き込まれないという
事究極のエコな走りで足を温存して周回を重ねます。
3回設けられている周回賞も先行集団内の3人で事前に話し合い無駄な争いをせず協調しています。逃
げ切った場合の話を監督同士も話し合い一定の協調が固くなりました。小石選手と一緒に逃げている
２名のうち１名は宇賀選手が着用する新人賞ジャージのポイントを争っている選手で、逃げ切ると宇
賀選手はジャージを失います。しかし小石選手との勝負に対しては協調できる考えで、Team UKYO 
SAGAMIHARA としては先行集団が逃げ切る場合は新人賞ジャージを失うものの小石選手で勝負を、
メイン集団が追いついた場合は脚を温存してる小山選手での勝負するシチュエーションの両方を用意
できました。もちろん小石選手が前にいる為メイン集団を牽引する必要は道義的にもありません。ス
プリントに集中する事ができます。

ラスト3周回で小石選手を含む先行集団はメイン集団に吸収され、集団内の位置取りが激しくなりま
す。そして最終周回に向けてスプリントに備えていた３名がしっかりと他チームのスプリンターをマ
ークしながら集団前方にポジションを上げていきます。横塚選手が集団のペースを引き上げ不用意な
アタックを封じ、終日先行していた小石選手もリードアウトに加わります。最終周回に入り最初の
180度コーナーでこの日のゴールスプリントを託していた小山選手が、前を走る選手の落車に巻き込
まれ、チームが形成していたリードアウトを離脱してしまいます。小石選手の引きが終わり最終リー
ドアウトとして小山選手の前にいた石原選手でスプリントをするしか残された手がなくなります。石
原選手もスプリント力が無い訳ではないですが、スプリンター相手には先行を仕掛ける事以外勝負に
勝てる可能性がほとんどない為最終コーナーを曲がり終えたタイミングで石原選手がスプリントを開
始、500m以上ストレートがあるため他の選手に追いつかれ6位でフィニッシュしました。
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大西SDのコメント：
今回の遠征はJCLランキング上位の選手が不在の為、Team UKYO SAGAMIHARA としては
成績を出すチャンスだと考えていました。
梅雨の時期で湿度が高く脱水症状防止などの健康管理に最新の注意を払い今回のレースに挑
みました。
現地での観戦、ライブ配信を通してたくさんの方々に走りを見ていただけるので、チーム的
には自分たちの魅せるレースをする事を念頭に置き、いわゆる正攻法での展開をしています。
ただ細かなところで無駄に力を使ったりとまだまだ荒い面が見えるので、今後各自がどれだ
けクレバーさを身につけられるかが課題かと思います。若手の選手はフィジカル面のトレー
ニングだけでなく走り方の技をチーム内の比較的ベテラン選手から学んで行ければと思いま
す。それには積極的にコミニュケーションを取ることが大事で、各自の向上心も重要となっ
てくると考えます。
また今大会は広島の方々のご理解とご協力があり有観客での開催ということで、選手も久々
に沿道からの応援を受けてとてもモチベーションが上がったようです。有観客での開催をし
ていただき心から御礼申し上げます。
また、日頃からチームをサポートしてくださっている全ての方々に改めて御礼申し上げます。
一歩一歩ですが限られた環境を活かし勝利を目指しますので、変わらぬご声援をよろしくお
願いいたします。
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